












































































































題が 厂臓器移植の是非JO といった問題が多 く，
















決定」（「合意形成」 や 匚意思決定」 の前提とな































































































ム」 に所 属する子ど もの不満 から発生する紛争































































合 意 形 成









































































































































































D:野 球 に 関し て 特
待 生 として 学校 が
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C:特待 生 制度 は 継















られます かo なぜそ のよ うに
考える のです かo そ う主張す
る根拠は何なのですか。
T:発問する







































































































































































Q14:こ の制度で 「公平 」でな
い と考え られる場合の論点は
何か。




























































































D:圜奨 学 金 制
度 の本 質は 、
野 球を 十分 で
き る環 境を つ
く るた めに あ
る。
圜 「野 球特待
生」 の子 ど も
たら は入 試 を





























































































































































































ために」『自由と正義J Vol52, 2001, pp.42-49.を参
照願いたい。
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